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豊平川

　札幌の水道は、昭和12（1937)年、本市を一望する藻岩山のすそ野に建設された藻岩浄水場から、９万
２千人を対象に通水したのが始まりです。
　その後の目ざましい市勢の伸長、市域の拡大にあわせ、水道施設も拡張を重ね、令和6（2024）年現在、
給水人口196万人、給水普及率99.9％という全国でも有数の大規模な水道に成長しました。
　水道は潤いのある市民生活に、あるいは産業の発展に重要な責務を担っており、今や都市におけるライ
フラインとして欠かせない存在です。
　札幌の水道は、創設以来、深刻な水不足という事態を招くことなく今日にいたっておりますが、今後も安
全で良質な水を安定して供給することを基本に、長期的な展望にたった水源の確保、施設の整備や更新、
給水サービスの向上に努めてまいります。
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札幌市水道局のシンボルマーク

　水面に一粒の雫が落ち、波紋が広がる様子をシンボリックにデ
ザイン。三角形は、水道創設の地・藻岩浄水場が位置する藻岩山
を表すとともに、水源と水道局、そして市民が一体となって、今後も
より安全でおいしい水をつくっていくことを表しています。

　紙面に登場しているのは、札幌市水道局のキャラクター「ウォッ
ピー」です。ぽよんぽよんと突き出たお腹と、無邪気なポーズが可
愛らしい、水滴の男の子です。お年寄りから子どもまで、誰から
も親しまれるキャラクターを目指しています。

ウォッピー （札幌市水道局 公式キャラクター）

給水人口・給水普及率の推移

１人１日平均給水量
一般的な

家庭用の浴槽で
  約1杯分！

　昭和12（1937）年、9万2千人の
給水人口でスタートした札幌の水
道。札幌市の発展とともに給水人
口は飛躍的に伸び、令和7（2025）
年度では、創設時の約21倍の196
万人になる見込みです。給水普及
率も99.9％に達します。

　１人１日あたりの平均給水量は、令和7（2025）年度では
約265Lになる見込みです。
　また、一般家庭に限ると約203Lになる見込みです。
これは、一般的な家庭用の浴槽で約1杯分に相当します。
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ほぼ100％の
普及率です。
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